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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・病棟患者様の転院・再入院時に関して、現在は医事グループにて書面を作成しています。看護マニュアル等とすり合わせ各病棟G.O.M間での確認作業が終了次第、各病棟スタッフへ周知して行く予定となっています。（もし、患者様が転倒などで骨折等をし他科受診が必要となった際は、原則的にはご家族への付き添いを促し受診をして頂くようにしましょう。それでもご家族の付き添いが不可能な場合は、スタッフが付き添う形となりますので、1時間につき\1,575円の付き添い料金が発生する事も説明して行きましょう。また、移動手段としては原則的にタクシーの利用とします。その際のタクシー料金は患者様・家族の負担となります。）

・退院時サマリーを作成する際、今後はケアプロセスも作成して行くことになります

・8/11（金）に納涼会が行われます。8/4（金）までに夜勤者・遅番業務者など参加が出来ない方は、不参加届けを提出するようにして下さい。

・体育館の物品管理についてですが、管理は基本的に庶務での管理となりますが、プログラム時などで破損等を見つけた際はその都度報告するようにして行きましょう。

＜患者様連絡事項＞

・佐藤　昌宏様～東病棟Ｂユニットから西病棟Ｂユニットへ療養環境変更の為、24号室へ転入となっています。それに伴い、清水進様が24号室から28号室へ移動する事になります。また、胃部不快を訴えられ、ＦＫ散　3Ｐ　3×1/7Ｔが臨時処方としてありますので、胃部不快感の有無の確認・観察をして行きましょう。

・佐々木　康子様～7/24（月）10：00から第2診察室にて、家族面談が行われます。

・曽我　正子様～他者への干渉頻回に見られ、会話・行動へもまとまりなく常時介入を要する為、30号室から22号室へと移動しています。（日中、常時介入要する際はマンツーマン対応をして行きましょう。）それに伴い、菅井浩子様が22号室から30号室へと移動しています。

＜措置患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・西川　和恵様～♯1　発語少なく、臥床がち

Ｐ1－①スタッフから話し掛ける。②余暇時もホールへ誘う。

プログラム等へは声掛けで参加出来ています。何かを要求する際は訴えてくる事が出来ていますが、他は自分から話す事はほとんどないです。ケアプランを継続して行きたいと思います。

♯2　保清が保てない。

Ｐ2－①起床・食後・就床時に歯磨きの声掛け。②洗濯は一緒に行う。（入

浴日の入浴後）③ベッド周辺の整理を一緒に行う。（毎週水曜日）

スタッフの声掛けがなくても、自ら歯磨き・洗顔を行う事が出来たり、時折、スタッフの声掛けを要する事があります。ケアプランを継続して行きます。

また、嗜好品において缶コーヒーやアストリアの要求あり今までは1日に1本と決めて飲んで戴いていましたが、大きな体重の増減もなく飲水の制限もないので、要求時はブラックコーヒーで対応し様子を見てみましょう。）

＜Ｄｒ安ヶ平担当患者様ＣＣ＞

・菅井　浩子様～前回の問診時に主治医へ、「鬱っぽい感じがある」と話していた事より、次回定期薬処方より、デプロメール（20）　1Ｔ　1×ｖｄｓ/7Ｔがジプレキサへ変更となります。変更後は、気分の落ち込みの有無又気分変動の確認・観察して行きましょう。

・佐々木　香様～7／12日から減薬（日中の抗てんかん薬と就床前の睡眠薬が止め）となっています。その後夜間不眠・ぼんやりした感じあり、ご家族が本人の状態を面会時に見て心配し就床前薬を減薬しないで欲しいと希望されていいます。ご家族の希望を主治医に伝えています。本日の診察にて次回の定期薬処方より、就床前にユーロジン（2）１Tが追加になります。変更後は、夜間の睡眠状態の観察・精神症状の確認と観察をして行きましょう。又、何かを行う際に迷ったり考えたりされている様子あり次の行動が出来ない・なかなか移れない等が強くなってきています。前もって

　　　　　　　　準備していただいて迷わずに次の行動に移れるように介入して行きましょう。

・木村　忠史様～問診時「左腕が麻痺する感じがする」と訴えられ、減薬を希望されています。主治医より減薬はせずに様子観察との指示があります。左腕の麻痺する感じの有無の確認・観察をし、訴えを傾聴して行きましょう。

・出河　攻様～「スタッフの付き添いで外出したい」と訴えられる。主治医より入院形態の関係から原則できないことを説明受けるが、六法全書によると出来ないことはないと主張されています。主治医より病院管理者に確認するように指示がありました。現在、確認中です。






















